
資料１ 国語

項目　 教科書名
新しい国語（２・東書） 中学校国語（１１・学図） 現代の国語（１５・三省堂） 伝え合う言葉　中学国語（１７･教出） 国語（３８・光村）

・「読むこと」の領域の単元を中心として，小教材で
全領域を扱っている。また，学習の手引きで交流
活動を取り入れる工夫が見られる。
・学習のポイントを，単元の導入（「学びの扉」）や，
巻末（「学びを支える言葉の力」）に示すことで，基
礎的な知識や技能を系統的に繰り返す構成になっ
ていて工夫が見られる。
・「書くこと」の領域では，様々な文章を書く教材が
設定されている。様々な書き方の例文が具体的に
示されている。
・「話す・聞く」での交流活動では，具体例が示され
たり，話合いの視覚化などの工夫した交流活動が
示されたりしている。

・「読むこと」の領域の単元を多く設定し,計画的に
交流活動を位置付けている。
・学習過程における各活動のポイントを文例等を挙
げ丁寧に説明し，主体的に活動できるよう工夫さ
れている。
・「書くこと」の領域では，図でわかりやすく説明した
り，生徒作文を例示したりして，主体的に学習を進
めることができるようになっている。
・コミュニケーションコラムが系統立って位置付けら
れていて，「話す・聞く」が「書く」と関連して学習で
きるようになっている。

・「読むこと」の領域の単元を多く設定しながら小教
材で全領域を扱っている。
・「学びの道しるべ」を通して，基礎的な知識や技能
を繰り返して身に付けることができるよう工夫され
ている。
・「書くこと」の領域では，学習の目的に応じて，複
数の形態で話し合ったり，複数のコースから選んで
創作したりする活動が設定されている。

・「読むこと」の領域の単元を中心に小教材で全領
域を扱っている。
・学習活動の重点や課題解決の道筋，話型等の例
を図等を用いて具体的に示しており，それらを手が
かりとして，見通しをもって学習できるように工夫さ
れている。
・巻末の「言葉の自習室」に，各領域の学習内容と
手順，交流活動について段階的に示してある。

・「読むこと」の領域を中心とした単元を設定しなが
ら小教材で全領域を扱い,文学的な文章や説明的
な文章などから，様々な文章表現を学べるよう工
夫されている。
・単元の導入に練習教材を設けたり，学んだことを
学校生活や他教科に生かす例を示したりすること
で，既習事項を活用できるよう工夫されている。
・「話す・聞く」での交流活動例が具体的に示されて
いる。

・言語教材が系統的に位置付けされていている。
・学習のてびきの中で読み取りの視点を示すととも
に，学習のまとめとして書く活動を示している。
・「読むこと」の領域では，説明的な文章での比べ
読みを通して，生徒の多面的な考えを培う教材が
ある。また，年表や図，グラフや写真などを対応さ
せながら読むことで，読解力や思考力を高めるよう
配慮されている。
・巻末には，「言葉を広げよう」で，まとめが掲載さ
れ，必要な語句を確認することができるよう配慮さ
れている。

・「読むこと」の教材の前に，身に付けさせたい力に
注目させるコラム「発見する読み」を設けることによ
り，思考力を高める工夫がされている。
・単元の教材文で身に付けさせたい力を「言葉の
力」「考える力」「知識や技能」として示してある。
・説明的な文章では，身近な話題を取り上げ，思考
力を高めるよう配慮されている。
・「学びの窓」で，見通しをもって主体的に学習がで
きるよう配慮されている。

・「読むこと」の教材の後に「三角ロジック」「視点人
物」等の読みを深める視点や方法を「読み方を学
ぼう」として図解して示している。
・説明的な文章では，図やグラフ，写真や地図を対
応させながら読ませることで，思考力や読解力を高
めるよう配慮されている。
・巻末の「考える広場」で，思考力を高める課題が
複数用意されている。

・説明的な文章は図やグラフを使い自然や環境，
科学などについて述べられたものが多く，これから
の生き方やものの見方について考えられるように
配慮されている。
・「読むこと」の教材の後に，それぞれの教材文の
特性に即した読みの深め方を「ここが大事」という
コラムで示すことで，思考力を高めるよう配慮され
ている。
・巻末の「学びのチャレンジ」で，思考力を高める課
題が用意されている。

・図表やグラフを多用した説明的な文章で思考力
や読解力を高められる。
・「学習の窓」では，内容理解のためのヒントを示
し，解釈を助ける工夫がされている。
・「次へつなげよう」では，学習を振り返り，自己評
価ができるように工夫されている。
・「読むこと」の学習に必要な基本的な学習用語を
「文学的な文章を読むために」「説明的な文章を読
むために」として巻末に示している。

・古典の導入は身近な話題であったり写真が多く
掲載されていたり，様々なジャンルの作品が取り上
げられ，伝統的な言語文化に親しむことができる。
下段の現代語訳や作品解説が丁寧であり，考えを
深めるための配慮がなされている。
・学期末に読書案内があり，各学年６０冊程度が紹
介されている他に，各教材の末尾に関連図書が２
冊程度紹介されており，読書活動を促すことができ
るよう配慮されている。
・単元の扉には写真とともに詩歌が掲載されてお
り，意欲を高めることができるよう配慮されている。

・古典では様々なジャンルの作品が取り上げられ，
多くの作品に触れられるようなっている。語注は原
文の脇に青文字で掲載され，また，巻末には「注意
したい古語」が古語辞典的に掲載されていて，自
力で読みとるための配慮がなされている。
・巻末に１０冊程度の読書案内があり，各教材の末
尾に関連図書が２冊程度紹介されており，読書活
動を促すことができるよう配慮されている。
・単元の扉には詩が掲載されており，意欲を高める
ことができるよう配慮されている。

・古典は様々なジャンルの作品が掲載されており，
多くの作品に触れられるようになっている。現代語
訳は下段に掲載され，注釈も充実していて，自力
で読みとるための配慮がなされている。
・落語や歌舞伎，狂言などの作品の音読を通して，
伝統的な言語文化に親しむ態度が育成できるよう
配慮されている。
・巻末に５０冊程度の読書案内があり，各教材の末
尾に関連図書が３冊程度紹介されており，読書活
動を促すことができるよう配慮されている。

・古典は様々なジャンルの作品が掲載されており，
多くの作品に触れられるようになっている。現代語
訳は下段にあり，また注釈も丁寧で，考えを深める
ための配慮がなされている。
・各教材の末尾に関連図書が３冊程度紹介されて
おり，読書活動を促すことができるよう配慮されて
いる。
・「四季のたより」のページで，四季おりおりの詩歌
が掲載されおり，意欲を高めることができるよう配
慮されている。

・古典は様々なジャンルの作品が掲載されており，
多くの作品に触れられるようになっている。現代語
訳は下段にあり，自力で読みとるための配慮がな
されている。
・古典の導入はいろは歌が取り上げられ，また漢
詩については非常に丁寧に解説されており，古典
特有のリズムに親しめるよう工夫されている。
・読書案内では様々なジャンルの本が各学年とも６
０冊程度紹介されている。また，各教材の末尾に
関連図書が３冊程度紹介されており，読書活動を
促すことができるよう配慮されている。

・「学びを支える言葉の力」のページで，「読むこ
と」，「話すこと・聞くこと」，「書くこと」の領域に共通
して必要となる基礎的な知識・技能を身に付けるこ
とができるよう工夫されている。
・文法については巻末にまとめられているだけでな
く，練習問題も付随しており，基礎の定着を図るこ
とができるよう工夫されている。
・「学習用語一覧」「言葉を広げよう」で，言葉の意
味をとらえて活用するための工夫が見られる。

・「活動を考える」のページで，既習事項を想起して
学習の見通しをもてるような教材を示すことで，基
礎・基本の定着を図ろうとする工夫が見られる。
・教材の末尾に「ついた力をたしかめよう」のページ
があり，身に付いた力を自分で確認することができ
るよう工夫されている。
・巻末に各学年で学ぶ文法や語句・語彙，注意す
べき筆順や古典文法について簡潔にまとめられ，
学んだことを確認し基礎・基本の定着を図ることが
できるよう工夫されている。

・「読み方を学ぼう」により読むための手立てを図
解で示すとともに，「リーフレット作成」等の言語活
動を設定することで確実に言語能力を育成しようと
する工夫が見られる。
・単元末に漢字の練習問題が掲載され，単元で身
に付けた漢字が確認できるよう工夫されている。
・参考資料として「学習用語辞典」が掲載され，言
葉の意味をとらえて活用するための工夫が見られ
る。

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」において言語活動
を示す際に「学びの重点」として提示することによ
り，言語能力を確実に育成しようとする工夫が見ら
れる。
・巻末に練習問題が掲載されており，学習や生活
に生かせる言葉を身に付ける工夫が見られる。
・古典はコラムが充実しており，基礎的な知識の習
得ができるよう工夫されている。

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」において，本教材
の前に「練習」のページを設け，基礎・基本の定着
を図ろうとする工夫が見られる。
・教材の末尾に漢字の練習問題が掲載されてお
り，学んだ漢字をすぐに書き込んで確認することが
できるよう工夫されている。
・「学習のための用語一覧」で，言葉の意味をとら
えて活用するための工夫が見られる。

・各学年の巻頭折り込みに，国語学習の意義と進
め方，一年間の見通しが，わかりやすく示されてい
て，意欲を高める工夫が見られる。
・個性豊かなキャラクターとともに学習を進めていく
スタイルや，ゲーム仕立ての文法学習を取り入れ
ており，学習意欲を高める工夫が見られる。
・古典の学習では，作品に紹介文や解説文を添え
たり，絵巻などの資料を豊富に示し，視覚的に作
品の世界観を味わえるよう配慮されていて，関心・
意欲を高めて学習に臨めるような工夫が見られ
る。
・主体的な学習活動ができるよう「てびき」に目標を
示し「読み取る」「考えを深める」において具体的な
視点を設けていて，進んで学習に臨めるような工
夫が見られる。

・「学びの窓」（学習の手引き）が増やされ，導入→
展開→終結の流れを「読む前に→読み深める→ま
とめ」として明示され学習の流れがわかりやすく，
工夫されている。
・展開部（読み深める）では，生徒が取り組みやす
いよう活動がスモールステップになっており，進ん
で学習に臨めるような工夫が見られる。
・古典の学習では，その作品と出会い，表現に大き
く影響を及ぼし，現代とのつながりを示すことで，関
心・意欲を高めて学習に臨めるような工夫が見ら
れる。

・各単元の目標と関連した課題（小さな問い）を設
定し，楽しみながら考えることから学習を始められ
るよう工夫されている。
・「読むこと」の学習では，「学びの道しるべ」で個人
で取り組む課題と，クラス全体で取り組む課題を提
示し，さらに「学びを振り返る」でまとめができるよう
に工夫されている。
・古典では，歴史上の人物の和歌を紹介したコラム
を掲載し，関心・意欲を高める工夫が見られる。

・「みちしるべ」の後には，教材の学習内容を整理
するコラム「ここが大事」が設けられ，学習のポイン
トが解説してあることで，進んで学習に臨めるよう
な工夫が見られる。
・古典の学習では，地図や写真等複数の資料が古
文と１ページで参照できるように工夫されている。
・作品のテーマを教材名に掲げ，短い章段をつなぐ
補助情報が豊富に提示されているので，進んで学
習に臨める工夫が見られる。

・「話すこと・聞くこと」「書くこと」の教材冒頭に，学
習の流れを示した「学習の見通しをもとう」が設けら
れており，見通しをもって主体的に学習に取り組め
るような工夫がされている。
・古典の学習では，１学年と３学年に，古典につい
て解説した文章が掲載されていて，中学校での古
典学習の理解が深まるよう工夫がなされている。
・第２・３学年では，古典を２単元位置付けしてお
り，進んで学習に臨めるような工夫が見られる。
・自主的・主体的な学習活動ができるよう「学習」に
目標を示し，「確認しよう」「読みを深めよう」「自分
の考えをもとう」においてより具体的な視点を設け
ていることで，進んで学習に臨めるような工夫が見
られる。

・基礎・基本を定着させる「学びを支える言葉の力」
などの練習教材を単元ごとに提示することで，補充
的・発展的な学習につながる工夫がされている。
・日常生活・社会生活につながり，生徒が主体的・
協働的に取り組める言語活動が用意されている。
様々な読み比べをはじめ，生徒の思考と交流を促
す活動が充実していて，発展的な学習につながる
工夫がされている。

・読解活動と表現活動の連携が図られている。全
ての表現教材の前に，「活動を考える」が示され，
読解学習の成果を踏まえて表現活動へ導入する
流れができており，発展的な学習につながる工夫
がされている。
・「読み深める」では，ワークシート形式の学習課題
になっており，取り組みやすい工夫がなされてい
る。

・巻末に資料「学ぶ力を高めよう」が用意されてお
り，広範囲にわたる情報活用力を取り上げてあっ
たり，様々な作品が掲載されてあったり，補充的な
学習を促す工夫がなされている。
・友情や防災への取り組みなど身近な課題が提示
され，実生活に必要な力を育てるよう配慮されてい
る。

・「読むこと」の教材末に設けられた「みちしるべ」で
適宜「話すこと・聞くこと」「書くこと」と関連を示して
いる。学習を理解から表現へと展開させることがで
きるように配慮されている。
・巻末に「学びのチャレンジ」という考える力や判断
力，表現力を高めていく問題が設定されており，自
分の力で挑戦させる発展的な学習につなげる工夫
がされている。

・教材末に「学習を振り返る」とともに「生活に生か
す」が設けられ，日常生活・社会生活に生かせるよ
うに工夫されている。
・巻末に文章を読むための手立てに関する資料が
掲載されており，具体的に本編のどの教材と合わ
せて読むと効果的なのかが示されていて，発展的
な学習につながる工夫がされている。

観点　

○国語を適切に表現し正
確に理解する能力を育成
し，伝え合う力を高めるた
めに，どのように配慮され
ているか。

＜基礎･基本の定着のた
めの工夫＞
○社会生活に必要とされる
言語能力を確実に育成す
るために，どのような工夫
が見られるか。

○思考力や想像力及び言
語感覚を養うために，どの
ように配慮されているか。

○国語に対する認識を深
め国語を尊重する態度を
育てるために，どのように
配慮されているか。

１　学習指導
要領の教科
の目標を達
成するために
取り扱う内容
の選択につ
いて

＜個に応じた指導のため
の工夫＞
○補充的学習や発展的な
学習，課題選択学習等に
ついての取扱い方にはど
のような工夫が見られる
か。

２　内容の程
度及び取扱
いについて

＜関心・意欲を高め，主体
的な学習活動を促すため
の工夫＞
○主体的に学習する力を
育てる教材の取扱い方に
ついて，どのような工夫が
見られるか。



資料１ 国語

項目　 教科書名
新しい国語（２・東書） 中学校国語（１１・学図） 現代の国語（１５・三省堂） 伝え合う言葉　中学国語（１７･教出） 国語（３８・光村）

観点　

・各単元は「読むこと」の教材を中心にし，「言葉」
の学習材を組み合わせて構成されている。
・各領域とも３学年を通して系統性を持って学習目
標が立てられている。
・「読むこと」と表現活動が一連の言語活動となるよ
うに巻頭に学びのポイント「学習のすすめ方」を明
示した単元構成になっている。

・各単元，3つの「読むこと」の教材を中心に「話す・
聞く」「書く」「言語」の教材が組み合わされている。
・「読むこと」と表現活動が一連の言語活動となるよ
う，教材末に学習の手引き「学びの窓」を配列した
単元構成になっている。

・各単元は「読むこと」の教材を中心にし，「言葉」
の学習材を組み合わせて構成されている。
・「読み方」を身に付けられるよう，教材末の学習の
手引き「学びの道しるべ」と巻末「読み方を学ぼう」
を配列した単元構成である。

・各単元の「読むこと」の教材の後に必ず関連のあ
る書籍が紹介されている。
・年間を通して言語能力の育成が図れるよう，教材
末に学習の手引き「みちしるべ」を配列した単元構
成である。

・各単元の導入部に「読むこと」の教材が多い。
・「話す・聞く」「書く」などのスキル教材も導入し，オ
リエンテーションしやすく配置されている。
・言葉の力を日常・社会生活に生かせるように，教
材末に「学習の窓」「次へつなげよう」などを明示し
た単元構成である。

・「読むこと」の教材の後に，表現の領域の教材を
組み合わせて単元が構成されている。
・「読むこと」を位置付けた教材をもとに他領域と関
連させながら言語活動を展開させている。

・各単元，３つ「読むこと」の教材を中心にして，表
現，言語事項等の教材を関連させている。
・「読むこと」の教材を多く配置し，「読むこと」の能
力を高めながら他領域の言語活動に生かせるよう
にしている。

・各単元，「読むこと」「話すこと・聞くこと」「書くこと」
「伝統的な言語文化」を中心に，「言語」の教材を
組み合わせて構成されている。
・各領域の教材が均等に配置され，読み方のアド
バイス「読み方を学ぼう」を一覧で示し，他学年や
他領域での活用の仕方を示している。

・各領域を均等に組み合わされて，学習が構成さ
れるようになっている。
・各領域の教材が均等に配置され，「読むこと」の
教材末の学習の手引きの中に，各領域との関連を
示している。

・単元ごとに「読む」教材を中心に「書く」「話す・聞
く」「言語事項」（言葉）のバランスを考えて配置して
ある。
・「読むこと」「書くこと」の教材が多く，教材末に「次
へつなげよう」として，他教科や生活に生かす視点
を示している。

４　表記・表
現

・脚注に目標，新出漢字（音訓，用例），新出音訓，
語句（意味調べ・短文・類義語・対義語：色分け），
読書案内（関連図書の紹介：表紙写真）が掲載さ
れていて，理解を促すための工夫が見られる。
・「話すこと・聞くこと」，「書くこと」は常体で書かれ
ており，「読むこと」は，常体・敬体の文章が掲載さ
れている。

・脚注に脚問，語注，語句，漢字が掲載されてお
り，新出漢字の音訓・用例は各教材末にまとめら
れている。各教材末には読書に広げるために（関
連図書の紹介：表紙写真）があり，理解を促すため
の工夫が見られる。
・「話すこと・聞くこと」，「書くこと」は敬体で書かれ
ており，「読むこと」は常体で書かれた文章が多
い。

・脚注に新出漢字，新出音訓，語句（意味調べ，短
文，類義語，対義語）が掲載されており，新出漢字
の音訓・用例は各教材末にまとめられていて，理
解を促すための工夫が見られる。
・「話すこと・聞くこと」，「書くこと」は敬体で書かれ
ており，「読むこと」は，常体・敬体の文章が掲載さ
れている。

・脚注に新出漢字，語句（意味調べ，短文，同音異
義語，対義語，類義語）が掲載されており，新出漢
字の音訓・用例，新出音訓，付表の語は各教材末
にまとめられていて，理解を促すための工夫が見
られる。
・文学的な文章は常体が多く，説明的な文章は常
体・敬体の文章が掲載されている。

・脚注に新出漢字，語句（意味調べ，短文，類義
語，対義語，関連語句），広がる読書（関連図書の
紹介：表紙写真）が掲載されていて，理解を促すた
めの工夫が見られる。
・「話すこと・聞くこと」，「書くこと」は常体で書かれ
ており，「読むこと」は常体の文章を中心に敬体の
文章も掲載されている。

５　体裁・使
用上の便宜

・本文は明朝体，注記見出しはゴシック体，古典で
は古文のみ教科書体（現代文による解説等は明朝
体）を使用している。（新出漢字も教科書体）
・目次の上部に領域ごとのアイコンが色分けして提
示されており，本文でも統一されている。
・領域ごとに色（「話すこと・聞くこと」青，「書くこと」
緑，｢読むこと」橙）が統一されている。

・本文は明朝体，注記見出しはゴシック体，古典の
古文部分及び詩では教科書体（現代文による解説
等は明朝体）を使用している。（新出漢字も教科書
体）
・行の表示が（・・・・５・・）となっており，数えやす
い。
・目次では，小単元が色分けされており，本文も色
が統一されている。

・本文は明朝体，注記見出しはゴシック体，古典の
古文部分及び詩では教科書体（現代文による解説
等は明朝体）を使用している。（新出漢字も教科書
体）
・単元の扉にも目次（ページ数表示あり）が示され
ている。
・学年ごとにテーマカラー（１年橙，２年緑，３年青）
が設定されており，本文の色が統一されいている。

・本文は明朝体，注記見出しはゴシック体，古典の
古文部分及び詩では教科書体（現代文による解説
等は明朝体）を使用している。（新出漢字も教科書
体）
・目次の上部に「話すこと・聞くこと」，「書くこと」の
アイコンが色分けして提示されており，本文も色が
統一されている。
・学年ごとにテーマカラー（１年緑，２年橙，３年青）
が設定されており，本文の色が統一されいている。

・本文は明朝体，注記見出しはゴシック体，古典の
古文部分は楷書体太字（現代文による解説等は明
朝体）を使用している。（新出漢字，語句は教科書
体）
・目次の上部に領域ごとのアイコンが色分けして提
示されており，本文でも統一されている。
・学年ごとにテーマカラー（１年緑，２年橙，３年青）
が設定されており，本文の色が統一されいている。

３　構成・配
列・分量

○体裁や使用上の便宜に
ついては，印刷・製本や目
次・注記等において，どの
ように配慮されているか。

○　用語，記号等の表記
や学年の発達の段階に即
した文や文章の長さ，段
落，文体，挿絵，写真，さら
に図・表等の表現につい
て，どのような工夫が見ら
れるか。

○単元構成及び教材の配
列や各領域の学習系統性
には，どのような特色があ
るか。

○単元及び教材の関連性
や分量には，どのような特
色があるか。


